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１　はじめに

空き家の増加は，老朽化による安全や景観上の問題だ
けでなく，防犯さらには住民の心理的な側面においても
悪影響を及ぼす。このような問題に対して，農村地域で
は，新たな居住希望者への斡旋や，交流拠点，事業・起
業拠点としての活用などが図られてきた。建物改修とそ
の一方で危険建物除却のための制度や空き家仲介の体制
が整えられ，研究上も事例分析をとおした知見の蓄積が
すすんでいる。
技術的にも制度的にも体系化されつつある空き家の利
活用であるが，その解決を望む全て地域にて，同じよう
に進展することはない。たとえ，支援制度面では違いの
ない同一市内においても，地域差が存在するのが現実で
ある。
その差を生み出す要因はなにか。それが本稿の素朴な
問いである。そこで本稿では，近年，民家の改修が連続
的に実施され，移住者が増加する地域を事例としてとり
あげることにより，その地域的な展開を支える要素を探
索することとした。そのため，第一に，事例地域におけ
る民家改修の取組を経緯や方法に留意しながら時系列に
まとめた。その上で，第二に，それらが，どのようなア
クター（主体）の相互作用や連携により展開されてきた
のかについて考察をおこなった。つまり，ここでの焦点
は，建物単体の改修でなく，なぜ空き家の利用や民家の
改修がはじまったのか，それがなぜ続くことになったの
か，という点であり，地域づくりの展開を構造として把
握するところにある。　

２　対象地区の概要

本稿で事例とするのは，兵庫県篠山市福住地区である。
篠山市は，兵庫県の中東部に位置し，人口約 4万 4千人，
京阪神の中心部から約 1時間半の距離と，比較的交通の

□特集論考□

アクターとしての再生民家と地域ネットワーク
─兵庫県篠山市福住地区を事例として─

Renovated Rural Houses in the Actor Network: A Case Study in Fukusumi Village, Hyogo Prefecture, Japan

中　塚　雅　也＊

Masaya NAKATSUKA

便に恵まれた農村地域である。
福住地区は，篠山市の最東部に位置するが，東は京都
府，南は大阪府と接し，京都，大阪の中心部から車であ
れば，１時間程度でアクセスできる場所にある。中心部
は，古くは交通の要所として栄え，2012 年には，重要
伝統的建造物群保存地区（宿場町，農村集落の町並み）
にも選定されている。人口約1500人，世帯は約600世帯，
19 の単位自治会からなる。篠山市による小校区単位等
での地域自治組織「まちづくり協議会」設立の推進に応
じて，2007 年，「福住地区まちづくり協議会」を立ち上げ，
地区単位での活動も展開している。まちづくり協議会に
おいては，地域振興，生活環境，コミュニティ，健康福
祉の部会の他，「ふくすみ 2030 プロジェクト」と命名さ
れた若手主体の部会が組織され，“2030 年には人口倍増 ”
をスローガンに 2030 プロジェクト主体の活動も展開さ
れている。
なお，篠山市では，「ふるさと篠山に住もう帰ろう運
動」と称し，定住促進や空き家利活用を重要施策の一つ
として位置づけている。空き家バンク制度の整備に加え
て，まちづくり協議会単位での定住アドバイザー（非常
勤職員）の配置などの具体的な施策も実施している。ま
た，福住地区を含め，市内でも特に，人口減少，高齢化
がすすむ 8地区を，定住促進重点地区とし，若者定住の
ための住宅新築・改築，子育て支援の補助をおこなうな
ど積極的な支援をおこなっている。

３　福住の空き家利用の展開と方法

表 1 は，福住地区における民家などの空き家の主な
利用実態をまとめたものである注1）。M住宅，F住宅は，
把握されているなかでは，福住の地域住民が空き家の利
活用に直接関わる最初のケースである。近隣地域に篠山
市が開設した子ども体験施設「篠山チルドレンズミュー
ジアム」の若手スタッフの住居を，ミュージアム運営に
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関わっていたD氏（後の福住まちづくり協議会会長）が，
自身の居住地である福住地区内に探した結果による。ス
タッフは異動に際して，住居を引き継ぎ，立ち替わり利
用してきた。施設の規模縮小にともない，M住宅は現
在一般の移住者が利用しているが，F住宅は当時のスタ
ッフが継続して居住している。
その後，福住地区では，篠山市福住地区伝統的建造物
群保存対策調査（2007 － 2008 年度，篠山市教育委員会）
が実施されるとともに，2009 年には，「福住まちなみ選
定準備委員会」を発足させ，重要伝統的建造物保存地区
選定をめざす活動をすすめていた注2）。なお，このとき
の委員会の副会長は，当時まちづくり協議会の会長でも
あったD氏と，宿場町の中心集落の一つ，福住下の自
治会長であった後述のA氏であった。
これらの動きのなか，本格的な民家改修がおこなわれ
た最初のケースが 2010 年 7 月に供用が開始された「さ
んば家ひぐち」である。まちづくり協議会の設立にあわ
せて篠山市が運用していた，兵庫県の地域活動拠点整備
費等の助成事業「県民交流広場事業」を活用して改修し
たものである。当初，まちづくり協議会では，撤退した
旧 JA丹波ささやま福住支店を改修利用する案をもって
いたが，同時期に発足した地域内の若手グループ「ふく
すみ 2030 プロジェクト」が空き家となっていた民家の
利用を提案した。2030 プロジェクトは，住民ワークシ
ョップを開催し，その機能や利用方法を固め，市内で建
築設計事務所を営む S氏の協力を得て，改修計画・設
計を確定させた。施工は市内の工務店がおこなったもの
の，建物の掃除など，ワークショップに参加したプロジ

ェクトや，郷土料理研究グループ「福楽里（ふらり）」
のメンバー，そして地域の子どもたちなどの協力により
改修がおこなわれた。
2年後，2件目の民家改修となったのが，イタリアン
レストラン，Trattoria al Ragu（ラグー）である。ラグ
ーの改修は，借主が，一般社団法人ノオトが受託運営し
ていた「篠山暮らし案内所」の元スタッフのY氏（ふ
くすみ 2030 プロジェクトメンバー，チルドレンズミュ
ージアム元スタッフ）と，建築士の S氏に，店舗物件
の紹介を依頼したことから始まる。Y氏が，福住にて「い
い人がいたら教えて」と熱心に移住促進活動をおこなっ
ていた当時の福住下の自治会長A氏（福住まちなみ選
定準備委員会副会長を兼任）に相談したところ，A氏
が地域内の不在所有者らとの調整おこない，対象物件を
選定した。その後，Y氏，S氏の調整にてノオトが中間
支援として加わり，市内他地区でノオトが先行実施して
いた事業スキームを適応して改修をおこなった注3）。そ
のスキームは，ノオトが中心となり，民家所有者（家主）
と 10 年間の無償貸借契約をおこなった上で，兵庫県地
域の夢再生事業，篠山市空き家活用事業を受け（県負担
1/2、市負担 1/4，個人負担 1/4），改修を実施し，その
上で，利用者にサブリースするというものである。また，
改修において，施工は，地元工務店が請け負うものの，
若手職人グループ「若匠（じゃくしょう）」の指導のもと，
全国からのボランティアの参加を募り作業を分担するこ
とにより，経費削減を図っている。なお，全体のコーデ
ィネートはノオトのK氏，設計管理は S氏が担当した。
この後，取組に関係していたノオトのスタッフの一人

表 1　福住地区での主な空き家利用
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が，福住に移住した（A住宅）。またN住宅は，建築士
である S氏のもとにあった問い合わせを，地元のA氏
に繋ぐことにより，福住地域内での物件探索がおこなわ
れ，移住がまとまっている。
さらに，同年には，地区内で賃貸物件として出ていた
空き家の改修がおこなわれた。このケースは，利用者個
人が先に購入を決めたものであるが，地元のA氏，建
築士の S氏を通じて，建築士や専門家，住民からのな
るNPO法人町なみ家なみ研究所，さらには「若匠」が
支援する体制がとられ，一般ボランティアの参加も含め
たワークショップをとおして改修がおこなわれた。
一方，旧 JA 福住支店の店舗や倉庫（表中，7，8，

10，11）については，JA撤退時に施設を買い受けた福
住地区財産管理組合が所有する物件であった。前述のY
氏が仲介役を果たしているが，財産管理組合が，基礎的
な改修をおこなった上で，内装や設備等を，利用者が自
主改装，整備をおこなうという方法をとっている。なお，
SORTE GLASS の事業主の S住宅は，A氏の仲介によ
り決定している。
なお，同年，2012 年 12 月に，福住地区は，重要伝統
的建造物群保存地区に選定された。
2013 年 3 月に改修された「福住・わだ家」は，兵庫
県田舎暮らし推進モデル事業，篠山市空き家活用事業（県
負担 1/2，市負担 1/2）によるものである。福住地区ま
ちづくり協議会のもと，本事業のために設立された委員
会「福住地区田舎暮らし体験住宅運営委員会」（A氏が
会長）が事業主体となり賃貸契約のもと，改修をおこな
うとともに，田舎暮らしの希望者を対象に，1ヶ月単位
での賃貸事業をおこなっている。

４　アクターとネットワーク

（1）地域づくりのアクターとしての再生民家
以上のような福住地区での空き家活用，民家改修の取
組であるが，10 年あまりにおよぶ関係性の蓄積を資本
として，近年，進展してきたものである。以下に，その
構造について考察することする。
まず，今回確認されるなかでの最初の動きは，D氏に
よる若者の移住の斡旋である。改修をともなわない小さ
な取組であるが，外部者の移住という事実が，地域住民
の受入れのいわば免疫となり，その後の展開の萌芽とな
っていたと考えられる。
次に地域に影響を与えた大きな要素は，重要伝統的建
造物群保存地区選定にむけた基礎調査や委員会が実施さ
れたことである。この調査に，Ｄ氏やＡ氏が関わること
が，後のコーディネーターとしての機能発揮に繋がって
いった注4）。また，これら直接参加した個人の学習だけ

でなく調査活動そのものが，地域住民全般の，民家，空
き家，そして地域づくりに対する意識を，薄く広く向上
させたことも推察される。
それらを受けて実現した民家改修が「さんば家ひぐち」
であり，まちづくり協議会の活動拠点を，JA支店跡地
でなく，空き家となっていた古民家とすることにも繋が
ったと考えられる。この改修作業を通して参加したのが，
その後，福住への移住希望者等と地域の仲介役を担うこ
ととなるY氏，建築士の S氏である。また，2030 プロ
ジェクトにとっても，この参画が実質的な初めての事業
となり，ここで築かれた関係や経験を起点に，独自の地
域づくり活動を展開することになる注5）。また，後に旧
JA支店にて工房を持つになる郷土料理研究グループ「福
楽里」のメンバーもこの改修作業に参加していたことを
考えると，この民家改修がその次の展開に与えた影響は
大きいと考えられる。
続くラグーの改修は，この蓄積の上にノオト（K氏）が，
他地域での先行取組にて培ったノウハウと事業スキーム
を重ねたことにより，実現したものと理解される。利用
が不可能と思われていた民家が再生された。レストラン
として営業されたことが，地域に与えたインパクトは，
非常に大きかったという注6）。この改修を通して構築さ
れたのが，後に述べる，地縁ネットワーク，技術者ネッ
トワーク，利用者ネットワークの協力体制（ハブをとお
した接合体制）である。また，レストラン営業という利
用の性質上，広く内外に周知され，地域内には，古く老
朽化が進む民家が改修できるという認識が広がるととも
に，地域外には，古民家を改修した店がある福住という
古い宿場町があることを広めることになった。
これを契機に，のちのゲストハウスやなぎの改修，
JA支店跡地の賃貸利用，福住・わだ家など，アクター
が異なるケースの改修が展開されていったとみる。
以上のような福住地区の展開をみると，さんば家ひぐ
ちやラグーなど，再生された民家そのものが，地域づく
りの一つのアクターとして機能しているととらえること
ができる注7）。図 1 に模式的に示すように，アクターと

S Y
2030

, 

図 1　再生民家を中心とした展開構造
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しの民家がその改修プロセスにおいて，新たなアクター
を呼び込み，改修により目にみえる形で存在することが，
地域住民の意識を変えるとともに，新しいアクターを呼
び寄せ，それらが，次の民家改修をつくりだしているの
である。

（2）3つのネットワーク群
一方，空き家の利活用を支える主要なアクターは，3
つのネットワーク群として整理される。第一は，地域リ
ーダーや，福住地区まちづくり協議会，福住地区財産管
理組合など関係団体，空き家所有者など，地域内のネッ
トワーク群である。そのハブ（窓口）として，コーディ
ネート機能に担ってきたのはD氏，A氏である。両氏は，
改修前の空き家の所有者との調整にとどまらず，移住者
の転入後の生活や集落との関係づくりなどの支援など，
後見人的な役割も果たしている。第二は，地域に依拠し
ない，技術者や専門家のネットワークである。ノオトを
はじめ，建築士，町なみ屋なみ研究所，地元職人グルー
プの匠若などが含まれる。建築士である S氏，ノオト
のK氏がハブとなっている。さらに，第三のアクター
は，利用希望者，移住希望者などの地域の外に開かれた
利用者（渉外）のネットワークであり，ハブとなるのは
Y氏である。
このように福住地区では，地域内，技術者，利用者の
3つのネットワーク群と，それぞれのハブとなるコーデ
ィネーターが存在する。そのことにより，いずれのネッ
トワーク群が起点となった案件であっても，各グループ
が有する資源を，円滑に利用することが可能な体制とな
っている。例えば，利用者ネットワークの内で，移住の
希望があった場合，それが利用者コーディネーターを通
して，地域内ネットワークに伝達され，候補物件が調達
される。さらに必要に応じて，技術者ネットワークが動
員され，改修の支援がなされるのである。また，これら
がネットワーク群として存在することで，個人的な事情
や案件に応じたアクターの代替機能や人材育成の機能を
果たしていると考えられる。

５　おわりに

以上，本稿では，福住地区における空き家利活用の展

開を支える要素と構造を探ってきた。結果，空き家，民
家の保存，利活用を軸とした一連の学習と実践が，地域
内外の多様なアクターを育成，獲得していること，また，
再生された民家そのものを，アクターとしてとらえるこ
とによりその構造が理解できること，さらに，地域内，
技術者，利用者のアクターがネットワーク群として構築
され，それらはハブとなる人物を通して調整されている
こと，などが要素として考察された。仮説的ではあるも
のの，これらの有無が地域差を生み出すと考えるが，技
術者，利用者のネットワークは容易に地域の枠を超える。
他地域への計画的な実践展開も期待したい。また，実証
研究としての蓄積は自身の今後の研究課題としたい。

注
注１） その他，地域内の関係者が関与しない相対，不動産業者
を通した契約も利用も数件ある。

注２） 神戸大学大学院工学研究科建築学専攻の研究室が断続的
に調査に協力している。文献 1）など参照。

注３） 一般社団法人ノオトの取組，スキームについては文献 2）
が詳しい。

注４） A氏は，伝建調査をとおして，地域内の不在所有者の状
況を知ることになり， を預かるようなケースが増えたと
述べている。

注５） 2030 プロジェクトは，その後，夏や冬に地域づくりイ
ベントを数多く企画実施している。

注６） A氏による。目にみえるものとして，在住民，不在者所
有者に与えたインパクトは大きく感じたという。

注７） 理論的には，アクター・ネットワーク理論といわれる捉
え方である。文献 3）など参照。
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Summary: Increasing vacant houses are one of the critical issues in rural area in Japan. This paper discusses the chief factors deter-
mining continual houses renovation linked with community development. The results by the case in Fukusumi village are as follows. 
The continual learning and practice about housing problems were related to get the new actors from inside and outside of the village. 
The structure of the development became clear by considering the renovating houses as one of actors. There were three types of 
network groups: native, technical expert and public relation, and the groups were connected through the hub persons.

Key Words:   1) rural development,  2) actor,  3) vacant house,  4) renovation,  5) Sasayama city



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.5
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 150
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 600
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (sRGB IEC61966-2.1)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements true
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


